
 

別紙 

 

上越地区産業廃棄物最終処分場整備事業に係る環境影響評価方法書に関する意見書 

 

本事業は、上越市及び柏崎市において、廃棄物の最終処分場（埋立面積：約 13.9ha、

埋立容量：約 280 万 m3）と搬入道路を整備するものであり、安定的な埋立処分容量を確

保し、県内で発生した廃棄物の適正処理の推進に寄与するものである。 

一方で、搬入道路整備区域の周辺に住宅が存在するほか、本事業の対象事業実施区域

（以下「実施区域」という。）の大部分が米山福浦八景県立自然公園内に位置すること等

から、周辺の生活環境や自然環境への影響が懸念される。 

 本事業計画の更なる検討に当たっては、以下の措置を適切に講ずるとともに、それぞ

れの検討の経緯及び内容について、環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）に適

切に記載すること。 

 

１ 総括的事項 

(1) 環境影響評価を行う過程において、環境影響評価の項目や手法の選定に影響を与

える新たな事情が生じた場合は、必要に応じて環境影響評価の項目や手法を見直し、

適切に調査、予測及び評価を行い、環境影響が回避又は極力低減されるよう必要な

環境保全措置を検討すること。 

 

(2) 準備書段階で、環境への影響が予想される項目に係る事業計画の細部が未確定の

場合は、最も環境負荷が大きくなる条件を想定し、調査、予測及び評価を行うこと。 

 

(3) 環境影響の調査、予測及び評価に当たっては、最新の知見、専門家等の助言及び

類似事例を踏まえ、適切に行うこと。 

 

(4) 準備書の作成に当たっては、調査、予測及び評価の内容を具体的かつ分かりやす

く記載するほか、図表、地図及び写真等を活用するなどし、理解しやすいものとな

るよう配慮するとともに、実施区域の周辺の地域住民、自治体等の関係者の理解が

得られるよう、十分な情報提供と説明に努めること。 

 

２ 個別的事項 

(1) 大気環境について 

工事の実施並びに廃棄物の搬入及び埋立てに伴い、大気質、騒音、振動及び悪臭

等の周辺の大気環境への影響が懸念されるため、実施区域と住宅等との位置関係を

踏まえ、適切に調査、予測及び評価を行い、環境影響が回避又は極力低減されるよ

う必要な環境保全措置を検討すること。 



(2) 水質について 

本事業の実施に伴い、周辺の河川の水環境への影響が懸念されることから、事業

特性、放流先河川の流量の季節変動及び流域の利水の状況等を踏まえ、適切に調査、

予測及び評価を行い、環境影響が回避又は極力低減されるよう必要な環境保全措置

を検討すること。 

 

(3) 動植物、生態系について 

ア 本事業の実施に伴う実施区域内の土地の改変や河川の水環境の変化等により、

動物、植物及び生態系への影響が懸念されるため、今後検討される施設や搬入道

路の詳細な配置計画を踏まえ、適切に調査、予測及び評価を行い、環境影響が回

避又は極力低減されるよう必要な環境保全措置を検討すること。 

イ 陸上動物の調査について、埋立地の設置予定地内にも調査定点や踏査ルートを

設定する等、陸上動物の生息状況を適切に把握できる手法を選定すること。 

  なお、現地の状況などにより埋立地の設置予定地内の調査が困難な場合は、必

要に応じて自然環境が類似する他の地域で調査を実施し、その結果から陸上動物

の生息状況を類推する等の手法も検討すること。 

ウ 魚類及び底生生物の現地調査について、河川の地形や堰堤の存在等の生息環境

の相違を踏まえた調査地点の設定や、年間を通じた個体数の変動を把握するため

冬季の調査を追加するなど、魚類及び底生生物の生息状況を適切に把握できる手

法を検討すること。 

エ 魚類の文献調査について、近隣の柿崎川の文献を調査し、実施区域周辺の魚類

相の状況等を準備書に記載すること。 

オ 植物の植生図調査について、常緑広葉樹の分布をより詳細に把握するため秋季

の紅葉・落葉期の調査を追加するなど、植物の生育状況を適切に把握できる手法

を検討すること。 

 

(4) 景観について 

本事業の実施に伴い、実施区域周辺に存在する眺望点からの眺望景観への影響が

懸念されることから、米山の山頂及び登山道を含む周辺の現地調査を実施し、その

結果等から埋立地を視認できる眺望点を選定した上で、適切に調査、予測及び評価

を行い、環境影響が回避又は極力低減されるよう必要な環境保全措置を検討するこ

と。 

 

(5) その他 

  最終処分場の設置計画の更なる検討にあたっては、周辺の地下水や地形地質の状

況等を踏まえ、十分な安全性の確保に留意すること。 


